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5万分の1地質図幅の新刊

三瓶山

十���

5万分の1地質図幅

地域地質研究報告

流紋岩類(白亜紀後期)②乙原花南岩などの古第三紀前期避大

岩類③高山層群④石見花嵩岩などの古第三紀中期避大岩類

⑤川内層群及び⑥古第三紀後期逮大岩類に大別されている､

しかし役者が多いだげにその区分対比に多大の労苦を伴っ

たものと推察される.

新第三系は中新統の波多層･川合層･久利層･大森層がわず

かながら分布しているが大森層を除げば各層の模式地が含ま

れている点が注目される｡また瓦粘土を産するので有名な

つのず

鮮新統?～更新統の都野津層鮮も西部に広く分布する.
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中国地方中央部は5万分の1地質図幅の大きな空白地域と

して取り残されておりこれを埋めていくことが各方面から要

望されていた･また昭和52年5月2目及び53年6月4目に

この地域において地震カ溌生し昭和53年に地震予知研究上

緊急かつ重要な地域としてr島根県東部｣が指定された.こ

のような中にあって幸い長年三瓶火山を研究されてきた中

止か寸けL｣=うぞヨ

央大学鈴木隆介教授熊本大学横山勝三助教授の成果を加え

ここに完成し発行されたことは誠に悦ばしい.

本地域は西南目本内帯の中国山地北酉方に広がる石見高原

の中央部に位置しその中央を三瓶火山カミ占めている.一方

山陰･山陽両帯の白亜紀～古第三紀火成岩類の接点にも当たり

地質学的にも重要な地域である｡

曲おもLんぞ5じ

本地域の白亜紀～古三紀火成岩類は①邑智層群･新造寺山

本地域の中央部を広く占めるのは石見花闇岩であるがその

中心よりやや北寄りの所に三瓶火山が位置する.三瓶火山に

ついては既に久野久先生の名著r火山及び火山岩｣(1954)にも

記載されている.この三瓶山図幅と研究報告書には火山噴出

物の詳細な層序･分布とともにその形成史まで詳述されており

大変な力作である･べ一スサｰジ堆積物がみつかるなど新た

な成果カミたくさん盛りこまれている.

大変複雑な地質の地域で各地質系統の放射年令測定を数多

く実施されてはいるものの問題点か幾つか残されているよう

である｡本地質図幅はこの周辺の5万分の1地質図幅の最初

の研究成果でありまた報告書内に詳しい研究史カミ加えられて

いることもあって貴重な総合的地質資料となっている.

地質ニュｰス

昭和58年10月1巨

編集

発行人

発行所

印刷

総発売元

第350号10月号

定価等540〒実費.

発行

工業技術院地質調査所

村久雄

株式会社実業公報杜

東京都千代田区九段南4の2の]2

Te1.(03)265-0951(代表)

振替口座1-32466

株式会社実業公報仕

出版事業部

◎1983Geo1ogica1SurveyofJapan�


